
ダイナミックなコントラバスソロによる

　クラシックや世界の民謡の名曲、

コントラバスとギターの弾き語りによる

　愛唱歌・歌曲・童謡

　  懐かしい日本の歌や隠れた名曲、

　私たちの伝えたい想いを綴った

　  オリジナルソングなど、

やさしく語りかけるトークと共に

「いのちと平和」

　　のメッセージを込めた選曲と構成で

　　　未来を生きる若い世代に贈る

　　物語のようなコンサート
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吉田水子と金子忍の二人が中心となって

“おんがくおしばい『おじゃま猫ものがたり』”等、“いのち”を

テーマにした舞台作品（音楽劇・コンサート）を制作・上演。

“この世に生を享けた奇跡への感謝”と、

“自分のいのちもまわりのいのちも共に大切にする心”を、

作品を通して表現しつづけています。

・水子さんと忍さんの柔らかい歌声と重厚なコントラバスのハーモニーが心地良かったです。
　自分たち人間だけではなく自然や着物の繊維に命が宿っている、とじっくり感じられる時間でした。
　地球上はたくさんの命が循環して成り立っているからこそ、尊いものであり、争いにより絶えさせて
　はならないと思います。戦争や環境破壊のない持続的な世の中になるためには、一つ一つの命を
　感じ取ることから始まっていくのかなと思いました。（青年）

・みじかな『シャボン玉』でも、ふかく考えると、こんな命に関わる曲になるかと思った。（小6女子）

・生きてきた中でいろんな生物の命や生について考えたことが全然なかったから、歌や詩を通して
　考えて改めて人間だけではない周りの生物や環境、過去の人たちに生かされている命という重さ
　に気付きました。いろんな人の一生を切り抜いて一生分の人生を見た気持ちになりました。世界中
　の人が仲良くあらそいのない世界が実現したら･･･とすごく理想を叶えたいです。（青年)

・とても優しい歌声で心がポカポカしました。命が生まれてその命はずーっとつながっていてとぎれ
　ず、自分がある。そんなことを考えさせられました。（母）

・6才の娘がふとこぼれるように、「あかいくつ」「いのちのおんじん」「いのちはたったひとつなんだ
　よね」とつぶやいていました。コンサート全体がひとつの物語だったなぁと思いました。
　『さよなら、かえろう』は、「命って何だろう」「死ぬのこわい」そんな子どもたちのギモンに優しく答
　えてくれるようなあったかい歌で、涙がこぼれました。（母）

・『みんなのいのち』、感動し、涙が溢れそうになりました。普段忘れがちなこと、自分は誰からできて
　いるのか、“私”の中にはどれだけの年月をかけてつないできた命のバトンがあることを感じられま
　した。（中3）

公演をご覧いただいた方の感想から
・めぐるいのちのこさとのぜんブがたのしかたです。こゆうおとがたいすきでした（年長）
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